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〔
以
下
の
講
演
記
録
は
、『
東
京
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
』
第
４
０
２
号
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５
年
５
月
５
日
号
、
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　
　
　

 

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に

　

戦
争
立
法
に
関
す
る
与
党
大
枠
合
意
が
行
わ
れ
た
も
と
で
、
東
京
革
新
懇
は
４
月
６
日
に
、
五
十
嵐
仁
元
法
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政
大
教
授
を
講
師
に
緊
急
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

 　

安
倍
首
相
の
野
望
は
、新
「
富
国
強
兵
」
政
策
に
よ
っ
て
覇
権
大
国
を
復
活
さ
せ
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
だ
。

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
向
け
て
、
解
釈
改
憲
・
立
法
に
よ
る
実
質
改
憲
・
明
文
改
憲
の
う
ち
の
第
２
段
階
が

始
ま
っ
た
。「
大
き
く
て
ギ
ラ
リ
と
光
る
国
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。

 　　
　
　

Ⅰ
．「
戦
争
立
法
」
の
内
容
と
問
題
点

　
　
　

１
、｢

戦
争
立
法｣
の
構
成
と
内
容
（
略
）

 　
　

　
　
　

２
、「
戦
争
立
法
」
の
問
題
点

　
（
１
）
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
向
け
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
戦
争
に
も
関
与
・
協

力
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
法
的
整
備
は
「
戦
争
立
法
」
そ
の
も
の
だ
。

　
（
２
）
歯
止
め
と
し
て
の
①
国
際
法
上
の
正
当
性
、
②
国
会
の
関
与
、
③
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
は
誤
魔
化
し

だ
。「
国
連
決
議
等
」「
原
則
国
会
の
事
前
承
認
」
な
ど
の
抜
け
穴
が
あ
る
。
戦
争
目
的
の
海
外
派
兵
、
現
に
戦

闘
中
の
現
場
へ
の
派
遣
、
強
制
的
な
臨
検
、
武
器
の
供
与
以
外
は
全
て
可
能
だ
。
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(3)

新
３
要
件
は
、
政
府
の
裁
量
に
よ
っ
て
事
実
上
無
制
限
に
拡
大
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

　

３
、
直
接
は
関
係
な
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
。｢

海
外
で
戦
争
す
る
国｣

に
な
っ
た
場
合
、
い
か
な
る
不

利
益
が
生
ず
る
か
訴
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

①
自
衛
隊
員
の
「
戦
死
リ
ス
ク
」
が
格
段
に
増
大
す
る
。

　

②
戦
争
準
備
と
海
外
派
遣
の
た
め
に
国
費
が
無
駄
使
い
さ
れ
る
。

　

③
日
本
人
が
狙
わ
れ
る
危
険
性
や
テ
ロ
の
脅
威
が
増
大
す
る
。

　

④
平
和
国
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
失
わ
れ
、
非
軍
事
的
国
際
貢
献
が
や
り
に
く
く
な
る
。

　

⑤
軍
事
一
辺
倒
・
従
米
を
強
め
国
際
社
会
で
孤
立
す
る
。
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
不
参

加
も
、
ア
メ
リ
カ
追
随
に
よ
っ
て
世
界
の
趨
勢
を
見
誤
っ
た
結
果
だ
。

 　　
　
　

Ⅱ
．
改
憲
戦
略
提
起
の
背
景
と
現
段
階

　

自
民
党
は
小
泉
内
閣
時
代
に
穏
健
保
守
か
ら
急
進
極
右
へ
の
ゲ
モ
ニ
ー
の
移
動
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
国

民
的
合
意
を
調
達
す
る
機
能
を
失
っ
て
統
治
政
党
と
し
て
の
能
力
を
枯
渇
さ
せ
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
総
選
挙
で
の
変
化
と
世
論
の
反
対
で
９
条
改
憲
に
直
進
で
き
な
く
な
り
、
当
面
、
立
法
改
憲

を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
に
「
改
憲
癖
」
を
つ
け
る
た
め
、
環
境
権
や
緊
急
事
態
条
項
の
新
設
で
改
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憲
す
る
と
い
う
戦
略
だ
。

　

公
明
党
は
、
環
境
権
は
自
然
保
護
派
の
抵
抗
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
緊
急

事
態
条
項
は
必
要
性
が
薄
く
、
ナ
チ
ス
の
授
権
法
な
み
の
行
政
独
裁
規
定
で
あ
り
、
人
権
の
一
時
停
止
を
含
む

な
ど
反
発
は
必
至
だ
。

　

２
０
１
６
年
の
参
院
選
後
に
改
憲
を
ね
ら
っ
て
い
る
が
、
菅
首
相
の
下
で
民
主
惨
敗
・
自
民
大
勝
の

２
０
１
０
年
参
院
選
の
改
選
で
あ
り
、３
分
の
２
の
確
保
は
難
し
い
。
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
70
年
談
話
」

は
、
植
民
地
支
配
と
侵
略
の
反
省
を
入
れ
れ
ば
極
右
勢
力
が
反
発
し
、
他
方
で
中
国
・
韓
国
だ
け
で
な
く
米
政

府
も
「
反
省
」
を
示
す
か
注
視
し
て
い
る
。

　
「
戦
争
立
法
」
の
ヤ
マ
場
と
「
70
年
談
話
」
の
時
期
が
重
な
る
か
も
し
れ
ず
、
国
会
審
議
に
も
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　

Ⅲ
．「
戦
争
す
る
国
」
に
し
な
い
た
め
に
―
ど
の
よ
う
に
反
撃
す
る
か

　
　
　

１
、
民
意
は
安
倍
「
暴
走
」
の
全
て
に
反
対
し
て
い
る
―
共
同
通
信
（
３
月
調
査
）

　

・
集
団
的
自
衛
権
の
法
整
備
―
賛
成
40
・
６
％
、
反
対
45
・
０
％

　

・
通
常
国
会
で
成
立
を
図
る
方
針
―
賛
成
38
・
４
％
、
反
対
49
・
８
％
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・「
日
本
周
辺
」
を
外
す
こ
と
―
賛
成
29
・
７
％
、
反
対
61
・
９
％

　

・
自
衛
隊
の
活
動
範
囲
が
「
非
戦
闘
地
域
」
か
ら
広
が
る
こ
と
―
賛
成
21
・
８
％
、
反
対
69
・
６
％

　

・
海
外
派
遣
で
必
ず
事
前
の
国
会
承
認
―
必
要
だ
77
・
９
％
、
必
要
で
は
な
い
16
・
６
％

　

・
70
年
談
話
で
「
植
民
地
支
配
と
侵
略
」
へ
の
「
反
省
と
お
わ
び
」
―
盛
り
込
む
べ
き
54
・
６
％
、
盛
り
込

む
べ
き
で
は
な
い
30
・
５
％

　
　
　

２
、
安
倍
「
暴
走
」
が
見
え
や
す
く
な
り
、
国
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
極
右
路
線
へ
の

　
　
　
　
　

反
発
と
懸
念
が
、
良
心
的
保
守
と
の
協
力
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

　

山
崎
拓
元
自
民
党
副
総
裁
は
「
今
回
の
安
保
法
制
は
、
米
国
の
い
わ
ば
『
番
犬
』
と
な
る
た
め
の
法
整
備
と

な
り
か
ね
な
い
」「
他
国
の
戦
争
に
出
て
い
か
な
い
こ
と
こ
そ
本
当
の
平
和
主
義
」（
４
・
３
朝
日
）
と
語
っ
て
い

る
。

　

自
民
党
幹
部
や
官
僚
の
Ｏ
Ｂ
、
改
憲
派
の
学
者
、
地
方
議
員
な
ど
の
変
化
も
広
が
っ
て
い
る
。
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３
、「
戦
争
立
法
」
ノ
ー
の
大
波
を
作
り
出
す

　

複
雑
で
分
か
り
難
い
「
戦
争
立
法
」
に
対
抗
す
る
た
め
、
何
が
問
題
な
の
か
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の

学
習
が
重
要
だ
。
他
人
事
で
は
な
く
我
が
事
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
。
多
様
な
課
題
で

の
共
同
は
統
一
戦
線
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
、
過
去
を
問
わ
な
い
こ
と

な
ど
が
重
要
だ
。

　

事
実
を
知
り
、
教
訓
を
学
び
、
情
報
を
発
信
し
、
で
き
る
範
囲
で
行
動
し
よ
う
。
若
者
と
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
そ
う
。

　


